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第 3 章 基盤システム
表 3.1: 初等中等教育に関連する分野ごとコンテンツ数
分野 教科または学年 単元数 教科書コンテンツ数 演習コンテンツ数
標準数学
中学 1年 37 105 382
中学 2年 33 105 308
中学 3年 33 106 302
高校 1年 35 180 661
高校 2年 56 414 786
高校 3年 29 128 377
標準化学
化学 I 32 82 151
化学 II 7 94 97
標準物理
力学 I 20 91 211
力学 II 7 31 54
熱力学 4 15 30
波動 11 56 75
電気 8 55 54
磁気 9 41 59
標準生物 生物 I 24 206 368
算数
小学 3年 19 0 173
小学 4年 7 53 99
小学 5年 10 84 150
小学 6年 5 37 70
理科
小学 3年 23 43 135
小学 4年 28 56 122
小学 5年 29 42 148
小学 6年 32 39 96
中学 1年 14 62 152
中学 2年 11 60 126
中学 3年 9 54 105
5
















第 3 章 基盤システム
図 3.2: 演習コンテンツ実装例
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図 3.3: コンテンツツリーの一部
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新規 修正 新規 修正
2008 6 157 0 115
2009 25 10 0 146
2010 0 0 27 2
2011 0 0 0 7
2012 0 2 0 204
2013 60 174 100 41
10









































第 4 章 初等中等教育における eラーニング活用方法
算数 > 4年生(上) > 小数小数 ＞はしたの大きさの表し方
No.1
No.2
Copyright © 千 歳 科 学 技 術 大 学 - 2008/10/8
コンテンツ印刷 http://solomon.chitose.ac.jp/wbtadmin/print/swf.do?categoryId=4524
1 / 2 2008/11/08 22:06
図 4.1: 教材印刷機能によって出力されるファイルの例（教科書）
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算数 > 4年生(上) > 小数 ＞はしたの大きさの表し方
No.1 No.2
No.3 No.4
Copyright © 千 歳 科 学 技 術 大 学 - 2008/10/15
コンテンツ印刷 http://solomon.chitose.ac.jp/wbtadmin/print/swf.do?categoryId=4524
1 / 3 2008/11/15 17:10
図 4.2: 教材印刷機能によって出力されるファイルの例（演習）
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図 4.9のデータを t検定によって有意差があるか調査した．取り組み日数はP (T <= t)両側
0:003 < 0:05なので有意差があると判断できる．また，学校での取り組み時間は P (T <= t)
両側 0:238 > 0:05で有意差はなかった．さらに家庭での取り組み時間は P (T <= t)両側
0:005 < 0:05となり有意差が認められた．
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表 4.3: 実施形式と対象人数
人数 電子黒板を利用した授業 家庭での eラーニングの利用 行政サービス
A 282 行う 任意 受けない
B 91 行う 任意 受ける
図 4.9: 平均取り組み日数・時間
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題を取り組ませた．利用時間は総時間 70に対し 10時間行った．調査期間は平成 21年 4月
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から 12月の 1・2学期である．各学期の中間考査・期末考査の計 4回の定期考査で効果の測
定を行った．また合わせて各定期考査の 1週間前の家庭学習時間について調査を行った．各
定期考査のクラス毎の平均点を図 4.10，成績不振（赤点）の生徒数を図 4.11，定期考査 1週
間前の家庭学習時間を図 4.12に示す．
図 4.10: 各定期考査のクラス毎の平均点
図 4.10のデータを t検定によって有意差があるか調査した．1学期中間考査は P (T <= t)
両側 0:01 < 0:05なので有意差があると判断できる．1学期期末考査では P (T <= t)両
側 0:05 <= 0:05 であり有意差があると判断できる．2 学期中間考査は P (T <= t) 両側
0:06 > 0:05であったが有意傾向にあると判断できる．2学期期末考査は P (T <= t)両側
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図 4.11: 成績不振（赤点）の生徒数
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図 4.12: 定期考査 1週間前の家庭学習時間
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図 4.13: 学習者の取り組み状況（取り組み時間）
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年度 全入学者数 AO・推薦入試合格者数 入学前教育受講者数（eラーニング）
2006年度 178 115 52
2007年度 179 98 53
2008年度 193 100 100
2009年度 296 107 107
2010年度 235 63 63
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実施年度 グループ ガイダンス コース機能 学習サポートメール
2007年度 A なし あり 教員の手動メール
2008年度 B なし あり なし
2009年度
C あり あり あり（自動）
D あり なし あり（自動）
表 4.6: 2007，2008，2009年度のグループ詳細
グループ コース期間 課題 課題回数 受講者数
A 2007.12.22 ～ 2008.03.04
英語・数学・物理
5 53
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グループの詳細を表 4.8に示す．学習支援メールと学習支援レポートを併用することで，さ
らなる学習意欲の維持，向上を目指した試みを行った．学習者に対して，学習支援メールと
学習レポートを併用するグループ Eと学習支援メールのみのグループ Fの 2つに分け，取
り組み率にどのような影響が現れるか検証した．
表 4.7: 2010年度の学習シナリオの比較







グループ コース期間 課題 課題回数 受講者数
E




















































































第 5 章 初等中等教育における eラーニング導入に関する課題の整理と提言
表 5.1: 1年の中で教員や生徒のユーザの作成作業にかかるおおよその時間について
回答 件数 割合
1 1時間未満 8 25%
2 1時間程度 12 38%
3 2時間程度 6 19%
4 5時間程度 1 3%
5 無回答 1 3%
6 大学に作業を依頼 4 13%
表 5.2: CIST-Solomonを導入している理由について
選択肢 件数 割合
1 授業で利用できるコンテンツが体系的にそろっているから 15 47%
2 各校が自由に生徒や利用者のユーザを作成・管理できるから 13 41%
3 教員が生徒の取り組み内容をすぐに確認できるから 12 38%
4 利用にむけた講習会や定期的な研究会が開催されるから 11 34%
5 インターネット経由で利用でき機器などの準備が不要だから 16 50%
6 インターネット経由で，生徒に自宅学習をさせることができるから 24 75%
7 無料だから 22 69%
表 5.3: CIST-Solomonの導入や利用の中で，高大連携研究会がどのように役に立っているか
選択肢 件数 割合
1 校内での CIST-Solomonの利用計画の確認や周知 14 44%
2 他校での利用事例の収集 27 84%
3 CIST-Solomonの新機能や利用方法の確認 22 69%
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表 5.4: 教育現場にCIST-Solomonを導入する上で，講習会や研究会は必ずあった方がよいか
選択肢 件数 割合
1 教員向け利用講習会 29 91%
2 生徒向け利用講習会 16 50%
3 高大連携研究会 21 66%
表 5.5: CIST-Solomonの利用方法について
選択肢 件数 割合
1 日頃の授業の中での補助教材として利用している 13 41%
2 日頃の授業の宿題用として利用している 1 3%
3 夏休みや冬休みといった長期休業中の宿題用として利用している 4 13%
4 生徒が好きなときに自由に勉強できる教材として利用している 26 81%
表 5.6: コース機能の利用について
選択肢 件数 割合
1 利用している 7 22%
2 利用していない 25 78%
41
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算数/4 年生 (上) /面積/大きな面積 2428
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